『女大楽宝開』解説 by ガーストル C アンドリュー
『女大楽宝開』解説
著者 ガーストル C アンドリュー
図書名 日文研所蔵　近世艶本資料集成　VI　月岡雪鼎・3
『女大楽宝開』
図書名(英) Tsukioka Settei 3 "Onna dairaku takara-beki'"
: Kinsei enpon shiryo shusei VI (Collected
Erotic Texts of the Early Modern Period VI) 




































わるような女性教育のためのいきいきと 痛快な教訓書となるように、原作の大部分の図版と本文を土台にしてもじり、またオリジナルよりも更に幅広く性に関する様々なトピックを取り上げている。両書の図版と本文を並べてみたとき、いかにそのパロディ 切 味良く 巧みなものであるかは誰の目にも明らかである。言葉遊びと機智に富んだ発想で古

































る一方向の性的慣習であった。若衆 初心者が 春のために準備す プロセスは、青少年を傷つけないようにす 方法 ついて 淡々とした説明となっている。　
筆者は、春画における若衆の表現に関するエッセイの中で、十八世紀
の様々な春画作品では男性同士の性関係を一般的な議論の余地がないものとして積極的に提示しているが、一方 その言説は売春や成人男性が若者にセックスを強要す 慣習を乱用することを批判し と論じた
（４）
。
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ほとんどの艶本から作者、 絵師、 出版年などの情報を含む刊記がなくなった。 『女大楽』については、 『女大学』の新板が宝暦元年
（一七五一）
に
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